
活動を 振り 返っ て活動を 振り 返っ て活動を 振り 返っ て

①活動や講師の話から働くことの苦労や
　大切さを知ることができたか

②将来働くことについて考えることが
　できたか

③将来の夢を考えるきっかけになったか ④自分の夢や将来に向かって前向きに
　生きていく気持ちをもつことができたか

・これまで仕事について、「かっこいい、お金が儲かる、楽な仕事」というように簡単に考え

　ていたけれど、講師の先生のこれまでの苦労を聞いて誰の役に立つ仕事なのかということも

　考えたいなと思いました。（小学６年生）

・「進路」なんてまだまだ先の話と思っていましたが、今できることを少しずつやっていかな

　いと、前に進んでいかないと思ったので、やってみようと思いました。（中学１年生）

・命の授業を受けて、人の命の大切さを知りました。この命を大切にし、1 回だけの人生を最

　高の人生にしたいと思いました。（中学３年生）

・児童生徒が、大変前向きな姿勢であったのがとてもうれしかった。今後の彼らの生き方に役

　立てていただけたらありがたい。

・児童生徒に望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身につけさせるとともに、

　自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てることの大切さを保護者の

　方にも話す機会があれば、さらによいのではないか。
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○体験や講話を通して 「生き方」 を学び、 自らの人生を切り開く資質 ・ 能力を身に

　  付け、 地域社会に貢献しようとする力 （人間関係形成 ・ 社会形成能力）

○活動や講話を通して学んだことを 「多面的 ・ 多角的」 に捉え、 分かりやすくまとめ

　  たり、 発表したりする力 （自己理解 ・ 自己管理能力）

○将来の進路や職業選択に向けて身に付けた、 主体的に学ぶ姿勢と思考力を生か

　  し、 創意工夫して課題を解決することができる力 （課題対応能力）

○キャリア教育を通して果たすべき役割や働くことの意義について理解し、 自らの生

　  き方を考えることができる力 （キャリアプランニング能力）
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○講師の話を聞くことで、児童生徒が、自分の将来のことを考えたり、夢に向かって

　前向きに生きていこうとする気持ちを高めたりすることができた。

○様々な活動を通して教師自身がキャリア教育に対する意識が高まったとともに、生

　徒の勤労観・職業観に対する意識の変容が見られた。

○年度ごとの場当たり的な連携にならないために、地域と連携した校種系統的なシス

　テム構築が必要になってくる。継続的な指導体制を整えていきたい。

○働くことの喜びや大変さ、仕事を続けることの意味、働くまでにつけておきたい力

　など、家庭でも話し合う機会を積極的に設けていきたい。




